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＜特記事項＞

 本資料に記載されている将来に関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づいており、リスクと不確実性を含んでおります。

 本資料において使用する製品略称は以下の通りです。

RT：ラフテレーンクレーン、AT：オールテレーンクレーン

 本資料において使用する社名略称は以下の通りです。

 IHI運搬機械株式会社の運搬システム事業（現：TIS）の買収に伴う企業結合の暫定的な会計処理の確定により、前年の数値は遡及
修正を行っております。

・Manitex ：Manitex International、Manitex Inc 、PM Oil&Steel、Vallaの4社の総称（2025年1月買収）
・TIS ：タダノインフラソリューションズ（2025年7月買収)
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26年1-9月 業績の概要

▌ 売上高 2,777億円：対前年同期 +372億円

• 北米での販売増加、TISの買収効果、為替の影響等により増加

▌ 営業利益 277億円：対前年同期 +166億円

• 売上増に加え、米国関税還付等により増加

▌ 親会社株主当期純利益 189億円：対前年同期 +57億円

• 営業利益増に加え、欧州における工場再編関連費用戻入益等の

特別利益により増加

• 前年に計上した特別利益（欧州における固定資産売却益等）の影響が

大きく、増加幅は限定的

▌ 連結業績予想：期初予想から変更 売上高は減少、各利益は増加

• 当第３四半期連結累計期間の業績等を踏まえ、期初予想から変更

• 期末配当予想は、配当方針と通期業績の結果等を踏まえ判断予定の

ため、変更なし
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26年1-9月 業績

※EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費

（単位：百万円）

25年 1-9月 26年 1-9月

金額 比率 金額 比率 増減額 増減率

売上高 240,547 100% 277,780 100% 37,232 15.5%

営業利益 11,054 4.6% 27,742 10.0% 16,688 151.0%

経常利益 7,904 3.3% 25,168 9.1% 17,264 218.4%

親会社株主当期純利益 13,186 5.5% 18,985 6.8% 5,798 44.0%

EBITDA ※ 18,468 7.7% 35,508 12.8% 17,039 92.3%

USD

EUR 165.5円 184.1円

148.2円 158.5円

対前年
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買収関連費用を含む一過性要因44億円が解消、物量増加、売価改善に加え、

米国関税還付により、営業利益は166億円増加

その他内訳
・原材料費等アップ：△1,600

Manitex関連
・PPA資産償却額 ：1,100 (償却期間1年未満)
・買収関連一過性費用 ：2,600
TIS関連
・買収関連一過性費用 ：700

(百万円)

(価格転嫁等の対策含む)

※PPA=Purchase Price Allocationの略

(一過性要因除く)



主に建設用クレーン、TISのグループ化で加わった定置式LEにより売上増加
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製品別売上高

（百万円）

240,547

※定置式LEについては、TISのグループ化が2025年7月であり、対象期間が異なります。（前年3か月・当年9か月）
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日本 海外 日本 海外 日本 海外

25年 1-9月 233,607 6,940 240,547 29,428 113,891 12,968 15,157 16,878 3,801 32,484 8,996 2,970 3,970

26年 1-9月 255,703 22,077 277,780 34,345 123,436 12,094 18,599 17,649 4,763 36,078 8,736 9,482 12,594

増減 22,095 15,136 37,232 4,917 9,545 △874 3,441 770 961 3,593 △259 6,512 8,624
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地域別売上高

（百万円）

※売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
※その他は、アフリカ、CISを含んでおります。

日本はTISのグループ化により増加、北米は好調な販売により増加
中東は情勢緊迫化により減少

240,547

+37,232
(+15.5%)

減少

増加

25年 1-9月 160,162 66.6% 240,547 88,655 7,845 31,505 11,946 8,783 9,643 1,782 80,385

26年 1-9月 177,874 64.0% 277,780 106,561 9,545 29,605 4,605 12,087 12,718 2,750 99,906

増減 17,711 △2.6%Pt 37,232 17,905 1,700 △1,900 △7,340 3,303 3,074 968 19,520

海外

（小計）
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240,547 

277,780 

0

100,000

200,000

300,000

FY25

1-9月

FY26

1-9月

北米 中南米 欧州

中東 オセアニア アジア

その他 日本



8

貸借対照表
売上債権・仕入債務が減少、棚卸資産が増加

（単位：百万円）

売上債権回転期間 ＝（売上債権－前受金）÷ 一日当たり売上高
棚卸資産回転期間 ＝  棚卸資産 ÷  一日当たり売上原価
仕入債務回転期間 =（仕入債務－前渡金）÷ 一日当たり売上原価

25年

12月末

26年

9月末
増減

25年

12月末

26年

9月末
増減

手許資金 81,842 74,146 △7,695 44,698 30,760 △13,938

売上債権 72,471 58,640 △13,830 146,016 140,015 △6,001

棚卸資産 156,716 174,161 17,445 61,693 60,233 △1,460

その他 17,815 14,450 △3,364 252,409 231,008 △21,400

流動資産計 328,844 321,399 △7,445 206,189 224,238 18,049

有形固定資産 82,032 84,899 2,866 458,599 455,247 △3,351

無形固定資産 26,624 24,537 △2,087

投資その他の資産 21,096 24,411 3,314

固定資産計 129,754 133,848 4,093

資産合計 458,599 455,247 △3,351

ネット有利子負債 64,174 65,868 1,693 売上債権回転期間 66.2日 50.9日 △15.2日

ネットD/Eレシオ 0.31倍 0.29倍 △0.02Pt 棚卸資産回転期間 223.2日 253.3日 30.1日

仕入債務回転期間 61.8日 43.2日 △18.6日

227.6日 261.0日 33.4日

負債・純資産計

CCC

仕入債務

有利子負債

その他

負債計

純資産計
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参考：建設用クレーン受注残高推移(RT・AT)

RT AT

新規受注 受注残高
(億円) (億円)

※新規受注は各四半期の累計受注高を表しております。
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26年度業績予想
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26年度業績予想
当第３四半期連結累計期間の業績等を踏まえ、期初予想から変更
期末配当予想は、配当方針と通期業績の結果等を踏まえ判断予定のため、変更なし

※EBITDA＝営業利益＋減価償却費＋のれん償却費

（単位：百万円）

26年 1-12月 予想 26年 1-12月 予想

（11月4日）

金額 比率 金額 比率 金額 比率 増減額 増減率

売上高 349,477 100% 400,000 100% 380,000 100% △ 20,000 △5.0%

営業利益 18,648 5.3% 25,000 6.3% 32,000 8.4% 7,000 28.0%

経常利益 15,192 4.3% 22,000 5.5% 28,000 7.4% 6,000 27.3%

親会社株主当期純利益 18,496 5.3% 14,000 3.5% 20,000 5.3% 6,000 42.9%

EBITDA ※ 28,515 8.2% 35,000 8.8% 42,000 11.1% 7,000 20.0%

ROIC

ROE

USD

EUR

149.7円 158.0円 (10月以降)

169.0円 184.0円 (10月以降)

152.0円

180.0円

6.7%

4.9%4.3%

（2月10日）
25年 1-12月 対期初予想

6.4%

9.4% 9.3%
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買収関連費用を含む一過性要因解消、売価改善、米国関税還付により、

営業利益は133億円増加
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26年度予想 営業利益増減要因（前期比）

(百万円)

(価格転嫁等の対策含む)

その他内訳
・原材料費等アップ：△2,500

Manitex関連
・PPA資産償却額 ：1,500 (償却期間1年未満)
・買収関連一過性費用 ：2,600
TIS関連
・買収関連一過性費用 ：800

※PPA=Purchase Price Allocationの略

(一過性要因除く)
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26年度予想 製品別売上高

（百万円）

日本 海外 日本 海外 日本 海外

25年 1-12月 333,079 16,397 349,477 48,004 159,128 17,624 22,880 24,173 5,880 43,522 11,865 5,507 10,890

26年 1-12月 353,000 27,000 380,000 49,000 172,000 16,000 27,000 25,000 7,000 46,000 11,000 11,000 16,000

増減 19,920 10,602 30,522 995 12,871 △1,624 4,119 826 1,119 2,477 △865 5,492 5,109

部品・

サービス
運搬機械

移動式LE

（小計）

定置式LE

（小計）
総計

移動式LE 定置式LE

建設用クレーン 車両搭載型クレーン 高所作業車 部品・

サービス
その他

※定置式LEについては、TISのグループ化が2025年7月であり、対象期間が異なります。（前年6か月・当年12か月）

+995
 (+2.1%)

+12,871
(+8.1%)

△1,624
(△9.2%)

+4,119
(+18.0%)

+826
(+3.4%)

+1,119
(+19.0%)

+2,477
(+5.7%)

+5,492
(+99.7%)

+5,109
(+46.9%) 380,000

+30,522
(+8.7%)

増加

減少

△865
(△7.3%)

349,477
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26年度予想 地域別売上高

（百万円）

※売上高は顧客の所在地を基礎とし、国又は地域に分類しております。
※その他は、アフリカ、CISを含んでおります。

25年 1-12月 224,050 64.1% 349,477 129,870 11,872 41,131 14,965 10,615 12,886 2,709 125,426

26年 1-12月 243,000 63.9% 380,000 150,000 13,000 42,000 8,000 13,000 14,000 3,000 137,000

増減 18,949 △0.2%Pt 30,522 20,129 1,127 868 △6,965 2,384 1,113 290 11,573

海外

（小計）

海外

売上高

比率

総計

海外

日本
その他北米 中南米 欧州 中東 オセアニア アジア

349,477 

380,000 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

FY25

1-12月

FY26

1-12月

北米 中南米 欧州

中東 オセアニア アジア

その他 日本

減少

増加

+30,522
(+8.7%)

349,477

380,000

+1,127
(+9.5%)+20,129

(+15.5%)

+868
(+2.1%)

△6,965
(△46.5%)

+2,384
(+22.5%)

+1,113
(+8.6%)

+290
(+10.7%)

+11,573
(+9.2%)
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